
1 

 

 

次期 地方独立行政法人堺市立病院機構中期目標の方向性と骨子（案） 

（１）中期目標の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   （中期目標と中期計画・年度計画の関連性） 

 

 

 

 

 

 

 

  

法 的 根 拠 ・・地方独立行政法人法第 25 条第 1項 

策 定 意 義・・ 設立団体の長が、3～5年の期間において地方独立行政法人が達成すべき   

業務運営に関する目標を定め、これを法人に指示するミッション。 

一番大きなＰＤＣＡサイクルの目標設定 

法定記載項目・・地方独立行政法人法第 25 条第 2項 

①中期目標の期間 

②住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項 

③業務運営の改善及び効率化に関する事項 

④財務内容の改善に関する事項 

⑤その他業務運営に関する重要事項 

策 定 手 続 ・・地方独立行政法人法第 25 条第 3項 

→ あらかじめ、評価委員会の意見を聴き、議会の議決を経て市長が策定 

資料５ 

 中期目標（第 25 条） 

 

  

 

 

  

 

 

 

中期計画（第 26 条、第 83 条） 

 

  

 

  

  

 

 

 

年度計画（第 27 条） 

  

             （関与なし） 

 

 

 

 

 

業務方法書（第 22 条） 

 

  

 

 

 

 

 

役員報酬基準（第 48 条、第 49 条） 
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堺市 

法人 

ミッション 

中期目標 の提示 

ＰＬＡＮ 

ＤＯ 

ＣＨＥＣＫ 

ＡＣＴＩＯＮ 

各事業年度 

（単年度） 

中期目標期間中のマスター計画 

中期計画 の策定 

認可 

年度計画 の策定 

届出 

評価委員会による評価 

評価委員会による 

改善への勧告等 
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（２）次期中期目標の策定の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地独法人として順調なスタート 

【目標設定の方向性】 

①救急医療などの政策医療の  

安定的な提供と充実 

② がんをはじめとした高度専門

医療を充実 

③ 経営健全化の達成 

第 1 期 中期目標 

平成24年度 ～ 平成26年度 
（３カ年） 

新病院の開院と経営基盤の確立 

【目標設定の方向性】 

① 救命救急センターの円滑な運用と 

2 次と 3 次の一体的運用による  

救急医療の充実 

② がん医療等の高度医療の充実と 

医療の質的向上 

③ 新病院への移転後も安定運営が 

できる経営基盤の早期確立 

【その他の重要な視点】 

地域の医療機関との連携強化 

内部マネジメントの強化 

患者満足度の向上 

次期 中期目標 

平成 27 年度 ～ 平成 31 年度 
（５カ年） 

ステップ 
アップ 

取組みが重複している項目などの再編を行い、 

目標の明確化を図る 

⇓ 
目標項目数の削減 

年度評価実施時の重点ウエイト項目 

① 救急医療の実施状況 

② がん等 4 疾病に対する診療状況 

③ 経常収支の黒字 
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（３）次期中期目標の骨子（案） 

大項目 中項目 目標の骨子、考え方 

第１中期目標の期間 平成 27年 4 月 1日 

～平成 32年 3月 31 日 

法人の自律的かつ自発的な業務運

営には法規定最長の 5年間が最適 

第２ 市民に対して

提供するサービス

その他の業務の質

の向上に関する事

項 

 

市立病院として担うべき医療 

（提供すべき医療の視点） 

三次救急医療を含む救急医療、小

児医療（小児救急を含む）・周産期

医療、感染症医療、災害時医療な

ど担うべき医療について記述 

高度専門医療の提供 

（提供すべき医療の視点） 

急性期病院として主要な疾患であ

る「がん」、「脳卒中・急性心筋梗塞・

糖尿病」及び地域の中核病院として

果たすべき高度専門医療の推進に

ついて記述 

安全・安心で信頼される患者中心の医

療提供 

（医療の受け手側からの視点） 

医療安全対策の徹底やコンプライ

アンス、患者視点による医療の実

践や患者サービスの向上について

記述 

地域医療への貢献 

（保健衛生行政との連携の視点） 

地域医療機関との連携推進、地域

での医療従事者育成、予防接種な

どによる保健医療福祉行政等との

連携と協力について記述 

第３ 業務運営の改

善及び効率化に関

する事項  

効率的・効果的な業務運営体制の構築 

（内部マネジメントの強化の視点） 

自律性・機動性の高い組織づくり、

目標管理による効率的で質の高い

経営、経営企画機能の強化及び業

務改善に向けた外部評価の活用に

ついて記述 

やりがいを感じ、働きやすい病院づく

り 

（職員満足度向上の視点） 

キャリアアップを生む人事・給与制

度の整備やワークライフバランス

への配慮など働きやすい職場環境

の整備について記述 

第４ 財務内容の改

善に関する事項 

安定経営による病院運営 

（経営の視点） 

安定運営ができる経営基盤の早期

確立について記述 

第５ その他業務運

営に関する重要事

項 

環境にやさしい病院運営 堺市が推進している環境都市の創

設に向けた省資源、省エネルギー

の推進などについて記述 

 

 

  



4 

 

 

第２ 市民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項 
       
  

１ 市立病院として担うべき医療   
       
    

(1) 救命救急センターを含む救急医療の提供 
 

     
     

 救命救急センターを円滑に運営し、365 日 24 時間、三次救急医療の提供 

 他の救急告示病院との役割分担のもと、365 日 24 時間、二次救急医療体制の維

持と充実 

 二次と三次の一体的運用による救急医療の充実 

 救急ワークステーションとの連携によるメディカルコントロール体制における

中心的な役割 

 

 

    
(2) 小児医療・周産期医療 

 
     
     

 地域の医療機関との連携と役割分担に基づき提供する医療の充実 

 こども急病診療センターや病院群輪番病院との役割分担と連携のもと、365 日

24 時間、小児二次救急医療提供体制の確保と積極的な受入れ 

 

 

    
(3) 感染症医療 

 
     
     

 感染症指定医療機関として新型インフルエンザ等の新興感染症のパンデミッ

クへの対応も含め地域での中核的な役割 

 

 

    
(4) 災害その他緊急時の医療 

 
     
     

 災害時等における積極的な医療提供及び訓練と備蓄 

 

 

  
２ 高度専門医療の提供   

       
    

(1) がんへの対応 
 

     
     

 科学的な知見に基づく適切で良質な医療提供 

 国指定の地域がん診療連携拠点病院として質的向上に努め、地域の医療機関と

連携し、がん相談や情報提供の実施 

 市が実施するがん対策等に関する施策への協力とがん予防への寄与 

 

 

    
(2) 脳卒中、急性心筋梗塞、糖尿病への対応 

 
     
     

 地域の医療機関との連携、役割分担のうえ、高度専門医療の提供 

 

 

    
(3) 質の高い高度専門医療の推進 

 
     
     

 チーム医療の推進や医療センター機能の充実、強化 

 質の高い高度専門医療提供の推進 

 クリニカルインディケーターやクリニカルパスの活用と充実による医療の標準

化、見える化 

 新しい治療法を開発するための臨床研究及び新薬の治験の増加 

 

 

  
３ 安全・安心で信頼され患者中心の医療の提供   

       
    

(1) 医療安全対策等の徹底 
 

     
     

 インシデント及びアクシデントに関する情報の収集と分析による医療事故の予

防及び再発防止 

 院内感染防止対策などの確実な実施による医療安全対策の徹底 
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(2) 法令・行動規範の遵守（コンプライアンス） 

 
     
     

 医療法をはじめとする関係法令を遵守及び行動規範と倫理に基づく適正な病院

運営、個人情報の保護と管理の徹底 

 

 

    
(3) 患者の視点に立った医療の実践 

 
     
     

 医療の中心は患者であることを常に認識し患者の権利と人格の尊重 

 インフォームド・コンセントの徹底や患者視点からの環境整備 

 市立病院として地域で果たす役割や医療機能の積極的な情報発信 

 

 

    
(4) 患者サービスの向上 

 
     
     

 患者が満足し、患者に選ばれる病院づくり及び患者視点のサービス向上のため、

ボランティアとの協働推進 

 

 

  
４ 地域医療への貢献   

       
    

(1) 地域医療機関との連携推進 
 

     
     

 市立病院として担うべき医療機能を発揮するため、地域の医療機関との連携や

協力の推進 

 在宅医療については、関連機関との連携や協力を推進し、市立病院の機能に応

じたネットワークの構築 

 

 

    
(2) 地域での医療従事者の育成 

 
     
     

 臨床研修医や臨床実習生など、医療専門職の養成や医療従事者の育成に貢献 

 

 

    
(3) 疾病予防の取組など保健医療福祉行政等との連携と協力 

 
     
     

 市民の健康増進を図るため、市が実施する各種検診や健康診断、予防接種など

の予防医療を推進 

 市民を対象とした健康に関する保健医療情報の発信及び普及啓発に努めるこ

と。 

 市立病院として、医療、保健、福祉などの行政との連携及び積極的な協力 
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第３ 業務運営の改善及び効率化に関する事項 
       
  

１ 効率的・効果的な業務運営体制の構築   
       
    

(1) 自律性、機動性の高い組織づくり 
 

     
     

 適切な権限配分と的確な業務運営体制の充実 

 患者動向や医療需要等の変化への対応による効果的な医療提供 

 

 

    
(2) 質の高い経営 

 
     
     

 各診療科や各部門の業務分析や損益分析等により課題を把握した、ＰＤＣＡサ

イクルによる目標管理の徹底 

 戦略的な病院経営をめざし、経営に関する企画立案機能の強化 

 

 

    
(3) 外部評価等の活用 

 
     
     

 監事や会計監査人による監査結果等による業務改善 

 

 

  
２ やりがいを感じ、働きやすい病院づくり   

       
    

(1) 職員のキャリアアップを生む人事・給与制度の整備 
 

     
     

 職員の業績や能力を反映した客観的な人事評価制度の整備、運用 

 全ての職員のキャリアアップを支援し、「やる気と誇り」を持って働くことがで

きる体制の整備 

 

 

    
(2) 働きやすい職場環境の整備 

 
     
     

 ワークライフバランスの推進 

 育児と仕事の両立や子育てをしながら働くための支援充実 

 

 

 

第４ 財務内容の改善に関する事項 
       
  

１ 安定経営による病院運営   
     

 安定した経営基盤の早期確立 

 増収と費用節減への取組み 

 今後の医療機器の更新など中長期的な設備投資を踏まえた自己財源の確保 

 

 

 

第５ その他業務運営に関する重要事項 
       
  

１ 環境にやさしい病院運営   
     

 省資源及び省エネルギーに取り組み、低炭素社会の形成に寄与する環境にやさ

しい病院運営 

 



 

 

第 1 期 か ら 第 2 期 中 期 目 標 へ の 組 換 え 状 況 一 覧 

  

７
 

現 中期目標（第1期） 次期 中期目標（第2期）

第１　中期目標の期間　　　　平成２４年４月１日～平成２7年3月3１日（３年） 第１　中期目標の期間　　　　平成２7年４月１日～平成32年3月3１日（５年）

第２　市民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項 第２　市民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項

１　市立病院として担うべき医療 １　市立病院として担うべき医療

（１）救急医療 （文言修正） （１）救命救急センターを含む救急医療の提供

（２）小児医療・小児救急医療・周産期医療 （文言修正） （２）小児医療・周産期医療

（３）感染症医療 （３）感染症医療

（４）災害その他緊急時の医療 （４）災害その他緊急時の医療

２　高度専門医療の提供 ２　高度専門医療の提供

（１）がん・脳卒中・急性心筋梗塞・糖尿病への対応 （がんを分割） （１）がんへの対応

（一部新規） （２）脳卒中、急性心筋梗塞、糖尿病への対応

（２）高度で専門性の高い医療提供 （３）質の高い高度専門医療の推進

（３）総合的な診療とチーム医療の推進 （2-2-3へ統合）

（４）専門性及び医療技術の向上 （2-2-3へ統合）

（５）臨床研究及び治験の推進 （2-2-3へ統合）

３　安全・安心で信頼される医療の提供 ３　安全・安心で信頼され患者中心の医療の提供

（１）医療安全対策等の徹底 （１）医療安全対策等の徹底

（２）患者の視点に立った医療の実践 （記載順変更） （２）法令・行動規範の遵守（コンプライアンス）

（３）医療の標準化と診療情報の分析による質の改善及び向上 （2-2-3へ統合） （３）患者の視点に立った医療の実践

（４）法令・行動規範の遵守（コンプライアンス） （記載順変更）

４　患者・市民サービスの向上

（１）患者サービスの向上 （４）患者サービスの向上

（２）誰もが利用しやすい病院づくり （2-3-3へ統合）

（３）待ち時間の改善 （2-3-4へ統合）

（４）職員の接遇向上 （2-3-4へ統合）

５　地域医療への貢献 ４　地域医療への貢献

（１）地域医療機関との連携推進 （１）地域医療機関との連携推進

（２）地域医療への貢献 （2-4-1へ統合）

（３）人材の育成 （２）地域での医療従事者の育成

（４）疾病予防の取組 （３）疾病予防の取組など保健医療福祉行政等との連携と協力

（５）保健福祉行政等との連携 （2-4-3へ統合）

（６）市民への保健医療情報の発信 （2-4-3へ統合）

第３　業務運営の改善及び効率化に関する事項 第３　業務運営の改善及び効率化に関する事項

１　業務運営体制の構築 １　効率的・効果的な業務運営体制の構築

（１）業務運営体制の構築 （１）自律性、機動性の高い組織づくり

（２）質の高い経営 （２）質の高い経営

（３）事務経営部門の強化 （3-1-2へ統合）

（４）業務改善に取り組む組織風土の醸成 ×

（３）外部評価等の活用

２　優れた医療スタッフの確保

（１）優れた医療スタッフの確保 （2-2-3へ統合）

（２）教育研修の充実 （3-2-1へ統合）

３　やりがいを感じる病院づくり ２　やりがいを感じ、働きやすい病院づくり

（１）意欲を引き出す人事給与制度の構築 （文言修正） （１）職員のキャリアアップを生む人事・給与制度の整備

（２）職員のやりがいと満足度の向上 （3-2-1へ統合）

（３）働きやすい職場環境の整備 （２）働きやすい職場環境の整備

４　効率的・効果的な業務運営

（１）組織・診療体制・人員配置の適切かつ弾力的運用 （3-1-1へ統合）

（２）予算執行の弾力化 （3-1-1へ統合）

（３）医療資源の有効活用 （3-1-1へ統合）

５　外部評価等の活用

（１）監査の活用

（２）病院機能評価等の活用

（３）市民意見の活用

第４　財務内容の改善に関する事項 第４　財務内容の改善に関する事項

１　経常収支の黒字の達成 (文言修正) １　黒字の達成安定経営による病院運営

２　収入の確保と費用の節減

（１）収入の確保 （4-1へ統合）

（２）費用の節減 （4-1へ統合）

第５　その他業務運営に関する重要事項 第５　その他業務運営に関する重要事項

１　わかりやすい情報の提供

（１）積極的な広報 （2-4-3へ統合）

（２）適切な利用の啓発 （2-3-3へ統合）

（３）経営状況の情報提供 （4-1へ統合）

２　環境にやさしい病院づくり (文言修正) １　環境にやさしい病院運営

３　新病院整備の推進 ×

（１）確実な整備の推進

（２）経費削減効果の確保

（３）新病院の機能充実に向けた計画的な準備

（４）救急医療のネットワークの構築

（５）救急病床からの転床・転院先の確保

（中項目整理）

（中項目整理）

（3-1-4へ移動、統合）

（3-1-4へ移動、統合）

（3-1-4へ移動、統合）


